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藍紙本万葉集（複製）。藍色の紙を使っていることからこの名が付いた
（写真提供＝鳥取市因幡万葉歴史館）

憶
良
の
魅
力
を「
現
代
人
に
も
そ
の
心
が
伝
わ
り
、

親
し
み
が
あ
る
」と
語
る
福
井
さ
ん

万
葉
の
ふ
る
さ
と
鳥
取
県

　
梅
花
の
歌
32
首
の
４
番
目
に
歌
を
詠

ん
だ
山
上
憶
良
は
、貧
し
い
生
活
の
苦

し
さ
を
問
答
の
形
式
で
歌
っ
た「
貧
窮
問

答
歌
」で
も
有
名
な
奈
良
時
代
の
歌
人

で
す
。７
０
１（
大
宝
元
）年
に
遣
唐
使

に
任
命
さ
れ
た
憶
良
は
翌
年
、唐（
今
の

中
国
）に
渡
り
、儒
教
や
漢
文
、国
政
な

ど
を
学
び
、そ
の
経
験
を
役
人
の
仕
事
に

生
か
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。新
元

号
に
引
用
さ
れ
た
作
者
不
明
の
漢
文
の

序
文
は
、留
学
経
験
が
あ
り
漢
書
に
造

詣
が
深
い
憶
良
の
作
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
憶
良
は
、７
１
６（
霊
亀
２
）年
４
月
、

57
歳
で
伯
耆
国
の
国
守
に
着
任
、倉
吉

市
に
あ
る
不
入
岡
遺
跡
の
辺
り
を
勤
務

地
と
し
、約
５
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
山
上
憶
良
の
会
」会
長
の
福
井
伸
一

郎
さ
ん（
倉
吉
市
）は
、憶
良
の
研
究
に

関
わ
っ
て
10
年
。憶
良
の
魅
力
を「
役
人

の
ト
ッ
プ
で
、今
で
い
う
県
知
事
。そ
れ
で

い
て
、人
々
の
生
活
や
思
い
を
歌
で
詠
む

庶
民
派
」と
話
し
ま
す
。

　
一
方
、
梅
花
の
宴
が
催
さ
れ
た
頃
は
、

12
、３
歳
だ
っ
た
大
伴
家
持
。後
に
東
国

か
ら
遠
く
離
れ
た
九
州
に
赴
く
守
備
兵

「
防
人
」に
心
を
寄
せ
、家
族
を
思
う
防

人
の
歌
を
集
め
て
、東
国
か
ら
の
派
遣
を

政
府
に
改
め
さ
せ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。名
門
貴
族
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら

庶
民
に
寄
り
添
う
姿
は
、憶
良
同
様
、親

し
み
が
持
て
ま
す
。

　
憶
良
の
歌「
士
や
も
空
し
く
あ
る
べ
き

万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し

て（
※
１
）」に
対
し
て
、「
大
夫
は
名
を

し
立
つ
べ
し
後
の
世
に
聞
き
継
ぐ
人
も

語
り
継
ぐ
が
ね（
※
２
）」と
詠
ん
だ
家

持
は
、憶
良
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

和歌の形式

万葉集とは
　日本に現存する最古の歌集。
　柿本人麻呂や山上憶良など代表的な歌人のほか、天
皇、貴族、地方役人、庶民に至るまで幅広い歌人が詠んだ
短歌、長歌、旋頭歌など4516首の和歌が全20巻に収めら
れています。このうち、大伴家持が詠んだ歌は473首で全体
の１割以上を占め、山上憶良の歌は約80首あります。
　こうした和歌は内容によって「雑歌」「相聞歌」「挽歌」に
分類されます。

５・７・５・７・７の５句31音で構成。『万葉集』の９
割を占める。

５音と７音の句を、５・７・５・７と何回か繰り返
し、最後は７・７と結ぶ。

５・７・７・５・７・７の６句で構成。上３句と下３句を
別人が詠む合作を基本として成り立つ。

和歌の分類
『万葉集』では、相聞歌、挽歌に含まれない
歌。行幸、遷都、宮廷の宴会など、公的な晴
れがましい場での歌が多い。

恋愛の歌。恋人同士で詠み交わされた歌や
失恋の歌。

死者を悼む歌。人の死に関する歌。

庶
民
に
寄
り
添
う
２
人
の
歌
人

（
※
１
）男
子
と
し
て
、空
し
く
人
生
を
終
わ
っ
て
よ

い
も
の
だ
ろ
う
か
。万
代
の
後
ま
で
語
り
継

い
で
い
く
よ
う
な
名
を
立
て
ず
に

（
※
２
）大
夫
は
立
派
な
名
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

の
ち
の
世
に
聞
き
継
ぐ
人
も
ま
た
語
り
継
ぐ

よ
う
に

短歌

長歌

旋頭歌

雑歌

相聞歌

挽歌

　今年５月、「令和」の時代がスタートしました。新元号の出典は、現存する日本
最古の歌集といわれている『万葉集』です。この『万葉集』に載っている梅花の
歌32首の序文から「令」と「和」の２文字を引用して名付けられた「令和」。
　私たちのふるさと鳥取県には『万葉集』ゆかりの地が多くあります。当時を感
じさせる、そうした場所を訪ねてみましょう。

　『
万
葉
集
』は
、主
に
７
世
紀
後
半
か

ら
８
世
紀
に
か
け
て
、天
皇
か
ら
庶
民
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に
詠
ま
れ
た

和
歌
を
集
め
た
も
の
で
す
。編
さ
ん
に
関

わ
っ
た
の
は
、７
５
８（
天
平
宝
字
２
）年

に
因
幡
国（
今
の
県
東
部
）の
国
守
と
し

て
赴
任
し
た
万
葉
歌
人・大
伴
家
持
。家

持
が
翌
７
５
９
年
に
詠
ん
だ
歌
は『
万

葉
集
』の
最
後
を
飾
って
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
30

年
の
７
３
０（
天
平
２
）年
１
月
に
、大
宰

府（
今
の
福
岡
県
太
宰
府
市
）の
長
官
で

家
持
の
父・大
伴
旅
人
が
宴
を
開
催
。庭

の
梅
を
囲
ん
で
詠
ま
れ
た
歌
32
首
の
ま

と
ま
り
を
解
説
し
た
序
文（
ペ
ー
ジ
上
参

照
）か
ら
の
引
用
に
よ
り
、新
元
号
は

「
令
和
」に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、こ
の
宴
に
は
伯
耆
国（
今
の

県
中
西
部
）の
国
守
を
務
め
た
山
上
憶

良
も
出
席
。奈
良
時
代
の
鳥
取
県
に
赴

任
し
た
２
人
の
歌
人
は
、「
令
和
」の
出

典『
万
葉
集
』に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の

で
す
。

「
令
和
」出
典
と
の
深
い
縁

「令和」のゆかり、各地に点在

山陰地方唯一の国の特別史跡に指定されている
斎尾廃寺跡。７世紀後半に建てられた寺院の土台
となった基礎を見ることができる（琴浦町槻下）
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会
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☎0857-26-1780　 　0857-26-1781
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F問

F
いなば国府ガイドクラブ（鳥取市因幡万葉歴史館内）
☎0857-26-1780　　 0857-26-1781

問

いなば国府ガイドクラブ会長　沖 廣俊さん

当時の風景、楽しく伝える 鳥取市因幡万葉歴史館鳥取市因幡万葉歴史館
　
県
内
に
は『
万
葉
集
』ゆ
か
り
の
史
跡

や
歌
碑
が
多
く
残
って
お
り
、ま
た
歴
史

や
文
化
を
伝
え
る
資
料
を
展
示
し
て
い

る
博
物
館
も
あ
り
ま
す
。

　
当
時
の
生
活
や
自
然
を
教
え
て
く
れ

る
ガ
イ
ド
に
案
内
し
て
も
ら
う
の
も
よ

し
、展
示
物
や
資
料
か
ら
歴
史
を
学
ん

で
現
地
を
巡
る
も
よ
し
。人
そ
れ
ぞ
れ

に
、万
葉
の
時
代
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
は
、『
万
葉
集
』最
後
の
歌

が
詠
ま
れ
た
年
か
ら
１
２
６
０
年
目
に

当
た
り
ま
す
。今
年
県
が
新
た
に
作
成

し
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ「
万
葉
の
郷
と
っ
と

り
け
ん
」で
は
、今
号
に
掲
載
し
た
以
外

の
見
ど
こ
ろ
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
紹
介
。

場
所
が
ひ
と
目
で
分
か
る
マ
ッ
プ
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
ふ
る
さ
と・

鳥
取
県
で
、古
代
万
葉
の
ロ
マ
ン
を
訪
ね

る
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　鳥取市国府町の史跡や文化のガイドを13年続けて
います。会員は、歴史や仏像、史跡に詳しい国府町在
住の12人。令和の出典『万葉集』やその編さん者・大
伴家持が注目され、新たに「スペシャル『令和』コー
ス」も作りました。
　ガイドの依頼は昨年の３倍以上。県内をはじめ、関
東や関西、九州などからも。お客さまの希望に合わ
せ、万葉の時代の史跡や、大伴家持がいた頃の雰囲
気を分かりやすく伝えるよう心掛けています。『万葉
集』最後の歌が、ここ因幡の国庁で詠まれたと話す
と、多くの人が驚かれますよ。勉強の成果をお客さん
に直接伝えるのは、私たちにとって喜びです。
　秋の行楽シーズンには、ガイドの依頼がたくさん
入っています。万葉の時代から変わらぬ風景と史跡
や歌碑に、大人にも子どもにも、万葉のロマンとふる
さとを感じてもらいたいですね。

　因幡地方の古代の歴史や文化をテーマにした歴史館。常
設展示室には家持ゆかりの資料や、万葉の頃の庶民の暮ら
しぶりが展示されています。
　10月20日には「万葉フェスティバルin鳥取 第22回万葉集
朗唱の会」が開催。『万葉集』の朗唱、書道パフォーマンス、
茶席や万葉おこわをはじめとする飲食コーナーなどがあり
ます。詳細はお問い合わせください。

　倉吉市の西方に広がる丘陵地には、山上憶良
が伯耆国の国守として仕事を行ったとされる不
入岡遺跡があります。また、その南西には、憶良
の時代より後に役所が置かれたと考えられてい
る伯耆国庁跡や法華寺畑遺跡があり、これらは
国史跡・伯耆国府跡として指定されています。

家持が因幡国の国守だった７５９年、新年の宴で詠んだ歌「新しき年の始めの初春の今日
降る雪のいや重け吉事」（降り続く雪のように良い事がたくさん重なってほしい）が刻ま
れている。この歌が『万葉集』の最後を飾る（写真提供＝鳥取市因幡万葉歴史館）

大伴家持像（左）、当時の衣装を企画展示室に再現（右）
（写真提供＝鳥取市因幡万葉歴史館）

伯耆国府跡伯耆国府跡

南西方向から見た伯耆国府跡周辺
（写真および復元図提供＝倉吉市教育委員会事務局文化財課） 伯耆国庁跡内郭復元図（９世紀中頃）

　碑に刻まれている歌の意味は、「瓜を食
べると子どものことが思われる。栗を食べ
るとまして偲ばれる。いったいどこから来
たのだろうか。子どもの面影が目の前に
ちらついて安らかに眠らせてくれない」
　憶良は、庶民の生活を詠んだ歌ととも
に、子どもを思う親心を詠んだ歌も多く残
しています。

山上憶良歌碑
　難病苦難からの守り神であ
る少彦名命を祭る古社。照葉
樹林の森で作られる社叢は県
指定天然記念物、粟嶋は米子
市指定名勝です。
　『万葉集』第３巻には、少彦
名命を詠んだ生石村主真人の
歌があります。「大汝の神（大
国主神）と少彦名の神がおい
でになったという志都の岩屋
は、いったい幾代を経たことで
あろうか」と、由緒ある土地を
たたえています。

粟嶋神社 ウェブページ「万葉の郷とっとりけん」

https：//www.pref.tottori.lg.jp/manyo/

（米子市彦名町） （倉吉市国府）

（鳥取市国府町）
こく  ふ

（倉吉市国府）

粟嶋神社（上）、生石村主真人の万葉歌碑（下）
（写真提供＝米子市文化振興課）

不入岡遺跡

伯耆国庁跡

法華寺畑遺跡

万
葉
の
ゆ
か
り
は
県
内
各
地
に

　県内の万葉ゆかりの場所
や、おすすめの観光コース、
イベント情報などを掲載。

大伴家持歌碑
（鳥取市国府町）

か
　
ひ

ほっ  け     じ  ばた

ほう   き    こく    ふほう   き    こく    ふ
こ　　う

おき　  ひろ    とし

あわ しまあわ しま

すくなひこなのみこと

しゃ そう

お ひしの すぐりまひと

おおなむち おお

くにぬしのみこと

し    づ
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鳥取市
因幡万葉歴史館

宇倍神社

国府郵便局●

袋川

万葉の河原

因幡国庁跡

◀鳥取市街地

雨滝▶

大伴坂上郎女
の歌碑

31

251

225
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4

5

6

スペシャル「令和」
コースマップ

大伴家持歌碑3
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